
１. バス等助成券の一般への販売・使用上限の増額について（商業部会） 

 

昨今では自家用車で買い物に出かけるのが多くなっているが、商店街や中心市街地店

街では自前の駐車場を用意するのが難しい店が多い。三島市が推進するまちなかリノベ

ーション計画では三島駅、三島広小路、三嶋大社を結ぶエリアにヒト・モノ・コトを呼

び込み、にぎわいの創出や投資を促し、活性化を図ることを目的としている中で、若い

世代が当エリアに来やすい環境を作ることが、今後の中心市街地商店街にとって非常に

重要なことであり、にぎわいの創出には、公共交通機関を利用した来店を促す必要があ

ります。 

現在、高齢者バス等利用助成事業で配布しているバス等助成券は電車やタクシー等に

も利用でき、利便性が高くなっています。高齢者への配布のみではなく、バス等助成券

を一般に販売することで、店が来店した消費者へ交通費をサービスすることができます。 

また、バス等助成券の 1回あたりの使用上限の増額も併せて行うことで、更に利便性

が拡大すると考えられます。 

 

回答（商工観光課） 

  

現在、市で実施しております「高齢者バス等利用助成事業」につきましては、高齢者

の外出や社会参加の機会創出を目的に、70 歳以上の市民を対象に 1 乗車につき 100 円

分として利用できる助成券をお一人あたり 30 枚交付しており、令和 5 年度からは利用

条件を拡大し、1回に使用できる枚数をバス及び鉄道で 1枚から 2 枚に、75 歳以上の方

が利用できるタクシーでは 2 枚から 3 枚に増やし、利便性の向上を図っているところで

あります。 

 今回ご要望いただいております、来街者増加によるにぎわい創出につなげるための一

般の方への販売につきましては、居住地や年齢を問わないなど、現行の事業目的や内容

と大きく異なる点もあることから、商店街独自のサービスとして事業を検討していく必

要があるものと考えております。 

 しかしながら、実施に向けた具体的な取り組みを考えますと、交通事業者との調整、

事務局機能、サービス提供のための原資、バスや鉄道を利用して来街したことの確認方

法など、検討が必要と思われる課題も多々ございますので、他の自治体における類似事

業などを研究する中で、商店会長会議や三島商工会議所商業部会の皆様と実施の可能性

について協議を重ねてまいりたいと考えております。 

  


